
浜松ホトニクスの知財業務におけるAI活用の現状と課
題
エグゼクティブサマリー

浜松ホトニクスの知財基盤そのものは、この数年でかなり強化されている。公開情報では、2023年10
月の知的財産本部設置、発明補償の大幅引上げ、2025年4月の「守り」中心から「攻め」の知財戦略
への転換、IPランドスケープ活用の本格化、教育受講者数の増加、発明提案件数と第1国出願件数の増
加が確認できる。一方で、今回確認した公式公開資料では、知財業務向け生成AIや特定AIツールの導
入方針・運用KPI・ガバナンス文書の公表は確認できず、現状は「AI実装前夜の強い準備段階」と評価
するのが妥当である。
知財ポートフォリオは厚い。2025年10月1日時点で全世界の保有知財権は9,260件、78期の登録実績
は特許・実用新案・意匠で1,105件、商標で62件に達する。さらに、日本出願の特許・実用新案・意
匠の約76％を外国にも出願しており、保有権利の地域配分も日本30％、米国20％、欧州23％、アジア
23％とバランスがよい。
最近5年の出願トレンドは、2020年から2021年ごろの山を経て、2022年以降は選別・最適化局面に
入ったとみるのが自然である。検索集合の定義差による数値揺れはあるが、日本・欧州・PCTの各集
計で、ピーク後の減速または平準化が概ね共通している。これは弱体化というより、グローバル出願
とポートフォリオ管理の絞り込みが進んだ可能性が高い。
AI導入の優先順位は明確で、先行技術調査、特許分類・要約、IPランドスケープ、拒絶理由対応の論
点抽出、契約レビュー、侵害・FTOの一次スクリーニングから始めるのが最も合理的である。特に、
光学・フォトニクス・センサー・ライフサイエンス機器のようなマルチモーダル領域では、図面・画
像・スペクトル・装置構成を横断できるAI検索の効果が大きい。
浜松ホトニクス固有の強みは、知財戦略チームが事業部・研究所ごとに配置され、市場情報・技術情
報・知財情報を集約する設計にある。この体制は、AI活用の成否を左右する「教師データづくり」と
「現場フィードバック」を回しやすい。逆に言えば、体制はAI向きだが、機密・証拠性・説明責任を
伴う運用設計が未整備のままでは危険である。
最大のリスクは、ノウハウや未出願情報の流出、AI出力の幻覚、発明者認定の混乱、契約・係争文書
の証拠性低下、そして越境データ移転である。日本の特許庁 は発明者を自然人として扱ってお
り、米国のUSPTO も2025年改訂ガイダンスでAIを発明者とせず、人間の貢献を基準にすると整理
している。AI利用時は、人間の寄与記録と出典根拠の保持が不可欠である。
推奨アーキテクチャは、公開特許を扱う外部SaaSと、発明提案書・契約書・FTOメモ・係争資料を扱
う閉域/専有環境のプライベートRAGを分ける二層構成である。前者は検索・分析速度を稼ぎ、後者は
機密性と監査性を担保する。
実行ロードマップは、短期では公開特許の検索・要約・IPL支援の実証、中期ではIP管理/契約/審査対
応への接続、長期では侵害予兆・ライセンス機会・ポートフォリオ最適化まで広げる三段階が望まし
い。費用は未指定のため概算だが、短期300万〜1,200万円、中期1,500万〜5,000万円、長期5,000
万〜1.5億円を目安に見ておくと、意思決定しやすい。

総合評価

調査の前提

本レポートは、浜松ホトニクスの公式公開情報を最優先し、そのうえで特許データについては、INPIT の
J-PlatPat公開範囲情報、Google Patents、USPTOの官報・PTAB公開資料、PCT/EPの公報ベース分析を組み
合わせて整理した。J-PlatPatは2026年4月時点の文献蓄積範囲を公開しているが、ブラウザ経由の安定した
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出願人別バルク件数取得には限界があるため、最近5年の時系列集計は特許公報データベースを基礎にした
Patent Integrationの集計を補助的に用いている。したがって、出願件数・公表件数・ファミリー件数・登録
件数は混在させず、絶対値よりも方向性を重視する必要がある。

また、未指定または未公表の事項は、そのまま未指定または未開示と明記した。現行のIP管理システム名、
知財部門の正確な人数、社内LLMの有無、生成AI利用規程、権利化率の完全系列、外部弁理士・法律事務所費
用は、今回確認した公開資料からは断定できない。

現状評価

浜松ホトニクスの知財業務は、AI導入の前提条件である知財ガバナンス、現場巻き込み、海外対応、教育が
すでにかなり整っている。知財本部の設置、事業部/研究所ごとの知財戦略チーム、補償金の引上げ、目的別
研修、営業・経営戦略室とのIPL連携は、AIを単なるツールではなく業務フローに埋め込むうえで有利に働
く。公開情報にAI明示が乏しいため、現状のAI成熟度は「戦略・データは高いが、運用AIは低い」という非対
称な状態にある。

評価軸
公開情報ベー
スの評価

根拠 出典

知財ガバ
ナンス

高い
2023年10月に知財本部を設置し、企画管理部
と戦略部に再編

浜松ホトニクス公式 

事業連携 高い
2025年4月に「攻めの知財戦略」とIPLの全社
展開を決定

浜松ホトニクス公式 

教育・浸
透

中高 2024年102名、2025年129名が知財研修を修了
浜松ホトニクス公式 

データ/権
利基盤

高い 全世界保有知財権9,260件、保有地域も分散
浜松ホトニクス公式 

AIの公開
実装

低い
確認した公式資料に、知財業務向けAIツール
名や運用方針の直接開示が見当たらない

浜松ホトニクス公式公
開資料群 

総合判定 準備段階
「AIを回す土台」は強いが、「AIを回している
証拠」は限定的

筆者評価（上記根拠に
基づく推計） 

この評価を一言で言えば、「知財組織の再設計は済んだ。次はその上にAIを載せる段階」である。とくに
2025年4月の攻めの知財戦略とIPL強化は、AIによる検索・要約・可視化・競合監視を最も実装しやすいタイ
ミングを示している。

公式情報から見える知財体制

直近五年の知財関連の動き

浜松ホトニクスの直近5年の知財関連公開事項を並べると、個別特許の権利告知 → 組織再編 → 攻めの知財へ
の転換という流れが見える。これはAI導入の観点では、「局所最適の特許管理」から「事業戦略と結びつい
た知財分析」へ軸足が移ったことを意味する。
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時期 公開事項 含意 出典

2021年12月

ライトシート顕微鏡向け「Lightsheet
Readout Mode」の特許権取得を公表。日本、
英国、ドイツ、米国、中国での関連特許番号も
開示

特定技術での多国間
権利化と対外告知の
重視

浜松ホト
ニクス公
式 

2022年2月、
2023年3月、
2024年8月、
2025年6月

米国バーチャルパテントマーキングページで
複数版の特許リストを継続公開

登録後の権利運用、
製品ひも付け、対外
notice の継続性

浜松ホト
ニクス公
式 

2023年10月
知的財産本部を設立。知財企画管理部と知財
戦略部に再編

知財をコーポレート
機能から事業伴走型
へ寄せた

浜松ホト
ニクス公
式 

2023年10月
職務発明等取扱規定を改訂し、特許・意匠・
ノウハウ等の補償金を大幅引上げ

発明発掘の母数拡大
と現場インセンティ
ブの強化

浜松ホト
ニクス公
式 

2024年 目的別知財教育を拡充し、102名が研修修了
「AIの前に業務定義
を整える」ための人
材面の土台

浜松ホト
ニクス公
式 

2025年4月
ステルスダイシング技術を参照しつつ、「守
り」から「攻め」の知財戦略へ転換し、営業
統括本部・経営戦略室とIPLを実施

AIと相性の良いデー
タ駆動型知財運営へ
の移行

浜松ホト
ニクス公
式 

2025年
2025年研修修了129名、2023年10月以降で発
明提案28％増、第1国出願19％増

組織改革のKPIがす
でに可視化されてい
る

浜松ホト
ニクス公
式 

現行プロセスの想定

公式ページから読み取れる現在の役割分担は明確だ。知財企画管理部は、海外子会社を含む知財管理、契
約・交渉、他社との係争、社内外展開、制度設計を担当し、知財戦略部は発明発掘、出願、権利化、他社特
許対応、分析結果の事業部還元を担っている。つまり、浜松ホトニクスの知財業務は、発明発掘→調査→出
願/秘匿判断→権利化→維持管理→ライセンス/契約→侵害/係争対応という典型プロセスを、事業部密着型で
回しているとみてよい。

flowchart LR
    A[発明のタネ収集] --> B[先行技術調査・他社特許分析]
    B --> C[出願かノウハウ秘匿かの判断]
    C --> D[明細書・クレーム作成]
    D --> E[国内出願と外国出願判断]
    E --> F[審査対応・OA応答]
    F --> G[登録・維持・年金・標章管理]
    G --> H[ライセンス・共同開発・契約管理]
    G --> I[FTO・侵害監視・係争対応]

    A -. AI .-> A1[発明提案の要約・重複検知]
    B -. AI .-> B1[意味検索・類似図面検索・要約]
    C -. AI .-> C1[特許/ノウハウ峻別の比較表]
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    D -. AI .-> D1[明細書ドラフト支援・引用整理]
    F -. AI .-> F1[拒絶理由論点抽出・訳文QA]
    G -. AI .-> G1[ポートフォリオ可視化・更新漏れ検知]
    H -. AI .-> H1[契約レビュー・条項抽出]
    I -. AI .-> I1[クレームチャート一次作成]

この図で重要なのは、AIの主戦場が「最終判断」ではなく、情報の探索・圧縮・比較・可視化にある点であ
る。特に浜松ホトニクスのように、装置・光学・半導体・画像処理・ライフサイエンスが混在する企業で
は、検索語だけでは取りこぼしが出やすいため、意味検索・図面検索・マルチモーダル要約の価値が高い。

特許ポートフォリオの分析

統計の読み方

ここでは、公式開示のストック指標と、公報・公開ベースのフロー指標を分けて読む。前者は浜松ホトニク
スの年次実績そのもの、後者は公報公開のタイムラグを含むため、年ごとの厳密比較ではなくトレンド把握
に用いる。なお、Patent Integration自身も、各国特許庁・WIPOの公報データに基づく集計であり、正確性
を保証するものではないと明記している。

特許統計表

指標 観測値 読み解き 出典

全世界
保有知
財権

9,260件（2025年10月1日時点）
大規模かつ継続保有型のポート
フォリオ

浜松ホトニク
ス公式 

78期登
録実績

特許・実用新案・意匠 1,105件、商標
62件

1年間の権利化アウトプットも
厚い

浜松ホトニク
ス公式 

外国出
願比率

日本出願の約76％を外国にも出願
国内起点だが海外事業を強く意
識

浜松ホトニク
ス公式 

保有権
利の地
域配分

日本30％、米国20％、欧州23％、ア
ジア23％

地域分散は良好。係争・FTOも
多地域対応が前提

浜松ホトニク
ス公式 

事業別
保有割
合

光半導体36％、電子管18％、画像計
測機器18％、レーザ12％、その他

16％

AI適用は光半導体・画像計測か
ら始めるのが自然

浜松ホトニク
ス公式 

日本の
最近5年
トレン
ド

2026年3月更新版では2024年158件、
2023年171件、2022年183件。別の

2025年10月更新版では2020年279件
がピーク

集計窓の差はあるが、ピーク後
の調整局面という方向は一致

Patent
Integration 

EPの最
近5年ト
レンド

2021年105件 → 2022年83件 → 2023
年54件

欧州は2021年が山で、その後は
絞り込み色が濃い

Patent
Integration EP 
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指標 観測値 読み解き 出典

PCTの最
近5年ト
レンド

2021年281件 → 2022年136件 →
2023年133件

PCTは2021年に突出、その後は
平準化

Patent
Integration
PCT 

共願の
主要先

EPではEnergetiq Technology  9
件、浜松医科大学  2件

光源・医工連携まわりが可視化
される

Patent
Integration EP 

権利化
率

未開示

公式には一括比率の開示なし。
代理指標として年間登録件数は
取得できるが、出願年とズレる
ため率の算出には不向き

浜松ホトニク
ス公式 

この表からの実務的含意は三つある。第一に、浜松ホトニクスは「国内で考え、海外で守る」会社である。
第二に、権利の重点は光半導体と画像計測にあり、AI導入の効果検証もそこから始めると成功率が高い。第
三に、出願数の絶対値がやや落ち着いている今は、量から質、件数から戦略への移行期であり、AIを入れるに
はむしろ良いタイミングである。

主要特許の例示

公開番号・特許番号 主題 示唆 出典

WO2022/054305
観察装置および観
察方法

最近5年のPCTで被引用が最も多い案
件。観察/イメージング系の中核ファ
ミリー候補

Patent
Integration PCT

WO2022/251000
無電極点灯のレー
ザ励起光源

光源事業のコア技術。PCTで高被引
用

Patent
Integration PCT

EPA4325194
分散測定装置およ
び分散測定方法

最近5年のEPで最上位の被引用案件
Patent
Integration EP 

US12579621B2

光学画像処理方
法、機械学習方
法、学習済みモデ
ル等

浜松ホトニクス自身が機械学習/学習
済みモデルを扱う特許を持つことを
示し、AI理解の技術的土台がある

USPTO官報 

US12080822B2
フォトディテクタ
およびその製造方
法

光半導体の基盤技術。2024年に米国
で権利化

Google Patents 

US12085387B1
地中/内部検査向
けOCTシステム

Energetiqとの共同出願例。共願分析
と整合的

Google系公開
情報 

Lightsheet Readout
Mode 関連群

ライトシート顕微
鏡向け読み出し技
術

2021年時点で日本・英国・ドイツ・
米国・中国にまたがる国際権利化が
公表済み

浜松ホトニクス
公式 

さらに、2025年のバーチャルパテントマーキング資料では、ORCA-Quest、NanoZoomer、CYTOQUBE、
OPAL-Luxe、PHEMOS、THz PMT など複数製品ラインにひもづく米国特許番号が提示されており、知財が
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「研究成果の保管庫」ではなく、製品実装と権利告知の双方に使われていることがわかる。これはAI導入の
観点では、検索AIだけでなく、製品-特許対応表の保守、標章管理、侵害監視AIにも投資余地があることを意
味する。

AI適用余地と外部事例

プロセス別のAI活用余地

浜松ホトニクスの知財業務でAIが効く場所は、検索・要約・比較・分類・監視が中心である。逆に、最終的
な発明認定、クレーム確定、係争方針、ライセンス金額の決裁は、人間判断を残すべき領域である。特許先
行技術調査においてAIは検索式の完全代替にはまだ向かないが、大量文献のふるい分けには有効という学術
報告も、その設計を後押ししている。

知財プロセ
ス

公開情報から見える現状 AIユースケース
優
先
度

主なリスク

発明発掘
補償金引上げ、研修強化、
知財戦略チーム配置

発明提案の自動要約、類似案件
検知、研究ノートの論点抽出

高
未出願情報の
流出

出願戦略
攻めの知財戦略、IPLを営
業/経営戦略室と連動

ホワイトスペース探索、競合監
視、用途別特許マップ

最
優
先

結論の過信

先行技術調
査

他社特許調査・解析を明示
意味検索、図面検索、引用ネッ
トワーク要約

最
優
先

漏れ/ノイズの
見逃し

明細書/ク
レーム作成

事業密着型で発明を「育く
む」設計

ドラフト支援、用語統一、引用
整理、翻訳QA

高
幻覚、発明者
寄与の曖昧化

審査対応
権利化と他社特許対応が戦
略部の中核

OAの論点抽出、拒絶理由対比
表、自動要約

高
出典なきロ
ジック生成

権利管理
全世界9,260件の保有権
利、バーチャルマーキング
運用

維持年金・期限管理、マーキン
グ自動更新、休眠候補抽出

中
高

データ同期ミ
ス

ライセンス/
契約

企画管理部が契約・交渉を
担当

NDA/JDA/ライセンス契約レ
ビュー、条項抽出、更新警告

高
機密・交渉特
権の毀損

侵害/FTO/
係争

適切かつ正当な対応を明示
クレームチャート一次作成、製
品比較、証拠束ね

中
高

証拠性・説明
責任

ノウハウ管
理

補償対象にノウハウを含む
営業秘密分類、閲覧権管理、秘
匿と出願の峻別支援

高
最も高い漏え
いリスク

この中で、浜松ホトニクスに特有の「相性のよい領域」をもう少し具体化すると、光学・フォトニクスでは
図面と構成差分の検出、センサー/半導体製造支援では工程ステップと装置構成の照合、ライフサイエンスで
は装置・観察方法・画像処理ソフトの複合クレーム整理が効く。特に、自然文だけでなくPDF、図面、画像
を入力にできる検索系AIは、浜松ホトニクスの製品領域と非常に相性がよい。
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国内外の事例

外部事例を見ると、AIはすでに知財・法務の周辺業務では実用段階に入っている。日本の特許庁 自身がAI
関連発明の審査体制を強化し、AI審査支援チームやAIアドバイザー、AI活用アクション・プランを整備してい
ることは、知財業務へのAI活用が制度運営側でも進んでいることを示す。

企業事例としては、IPRally の公表事例で、Metsä GroupはR&Dチームの検索自走化により重要判断を「数
週間から数時間」に短縮し、Össurは画像検索で重要特許の発見と外部検索依存の低下を報告している。TLB
は検索時間を半減したとしている。これらはベンダー提示の導入事例であり独立監査ではないが、検索・分
類・レビューの工数が大きく削減できる方向性は参考になる。

同様に、Questel はOrbit IntelligenceにAIアシスタントSophiaを組み込み、AutolivやValmetの検索・分
析支援事例を紹介している。Orbitは100百万件超の特許、150百万件の非特許文献、ライセンス・訴訟・SEP
データも扱えるため、攻めの知財戦略やIPLを経営・営業とつなぐという浜松ホトニクスの現在の方針に非常
に合っている。

推奨ツール比較

カテゴ
リ

候補 主用途 導入形態
API/
連携

公開価格の
目安

浜松
適合
性

出
典

日本特
許検
索・要
約

Patentfield

日本語検索、
AIセマン
ティック検
索、分類予
測、AIサマ
リー

SaaS / 専用ク
ラウド

API連
携オ
プ
ショ
ンあ
り

Basic 1万円/
月、Mini 2万
円/月、AIR 3
万円/月/
ID〜、専用
クラウド5万
円/月〜＋初
期15万円〜

短期
PoC
向
き。
日本
語文
献の
筛い
分け
に強
い

公
式 

閉域型
国内特
許AI

Tokkyo.Ai

プライベート
特許検索、生
成AI支援、商
標/審決含む横
断検索

プライベート
環境

公開
APIは
未確
認

1ID 2万円/月

機密
重視
の初
期実
装向
き。
ノウ
ハウ
混在
時に
候補

公
式 
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カテゴ
リ

候補 主用途 導入形態
API/
連携

公開価格の
目安

浜松
適合
性

出
典

グロー
バル意
味検索/
図面検
索

IPRally

Graph AI検
索、レ
ビュー、分
類、画像/文書
起点検索

SaaS

公開
APIは
未確
認

個人/チーム
別、チーム
は要見積

先行
技術
調査
と
FTO
の一
次筛
い分
けに
有力

公
式 

グロー
バル分
析/IPL

Questel
Orbit
Intelligence

多国特許検
索、NPL、類
似検索、可視
化、ライセン
ス/訴訟/SEP連
携、Sophia

SaaS

公開
APIは
要照
会

要見積

営
業・
経営
戦略
室と
つな
ぐIPL
用途
に最
適

公
式 

IP管理
基盤

Anaqua
AQX / AQX
Sync

発明管理、特
許/商標管理、
ワークフ
ロー、契約周
辺連携

Azure上シン
グルテナント

API
ベー
ス連
携、
45超
コネ
クタ

要見積

グ
ロー
バル
権利
管理
の本
丸。
専有
性が
高い

公
式 

IPデー
タ/
API・ラ
イフサ
イクル

Clarivate
 IPfolio /

IP Data API

特許・商標管
理、外部デー
タ統合、分析

クラウド
（Salesforce
基盤）

IP
Data
API
あり

要見積

既存
IT資
産と
の連
携が
しや
すい

公
式 
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カテゴ
リ

候補 主用途 導入形態
API/
連携

公開価格の
目安

浜松
適合
性

出
典

契約レ
ビュー/
CLM

Luminance

ライセンス、
JDA、NDA、
M&A/DD、条
項抽出、監査
証跡

SaaS

公開
APIは
要照
会

要見積

ライ
セン
ス・
共同
研究
契約
のAI
化に
有効

公
式 

閉域生
成AI基
盤

Amazon
Web
Services
Bedrock

プライベート
RAG、
Guardrails、
モデル選択、
契約文書や発
明提案の社内
推論

クラウドAPI
API前
提

トークン/モ
デル従量、
Guardrails別
課金

社内
専用
RAG
の基
盤に
向く

公
式 

オンプ
レ/自営
LLM基
盤

NVIDIA
NIM

自営推論、
エージェン
ト、社内閉域
での高速推論

自社DC / ク
ラウド / ワー
クステーショ
ン

標準
API

価格は個別

最高
機密
のノ
ウハ
ウ・
係争
資料
向き

公
式 

ツール選定の結論は、最初から一社に寄せすぎないことだ。検索・分析は専業ツール、権利管理はIPMS、機
密文書はプライベートRAGという役割分担のほうが成功しやすい。浜松ホトニクスの場合、短期は
PatentfieldまたはTokkyo.Aiと、グローバル検索系としてIPrallyあるいはOrbitの比較実証、中期はAQXまたは
IPfolio接続、長期はBedrockまたはNIMで閉域化――という順序が現実的である。

法務・倫理・データガバナンスと組織課題

法務・倫理・証拠性

AI導入でまず押さえるべきは、AIは発明者ではなく、あくまで人間の補助ツールだという点である。日本の
特許庁は発明者の表示を自然人の氏名と解しており、AI関連技術の審査事例も整備している。他方、内閣府の
知的財産推進計画2025では、AI時代の発明者概念の検討が政策課題として示されている。つまり、現行実務
では自然人基準、政策論としては再検討中という二層構造にある。浜松ホトニクスが生成AIで請求項案を作
る場合でも、誰が技術思想を構想し、誰がAI出力を採否したかを残す記録が重要になる。

米国でも状況は近い。USPTOは2025年改訂ガイダンスで、AI支援発明であっても特別ルールは作らず、従来
どおり人間の発明概念への寄与で inventorship を判断すると整理した。また、USPTOのAI利用ガイダンス
は、実務家に対して正確性・機密性・職業責任を再確認させている。したがって、海外出願を多く扱う浜松
ホトニクスでは、日本法だけでなく米国実務も踏まえた「AI使用時の発明者ログ」が必要になる。
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次に、機密性の問題が大きい。浜松ホトニクスは補償対象にノウハウを含めており、製品・工程・光源・検
出器・画像処理・顧客用途のノウハウが事業の競争優位の源泉である。そのため、消費者向け公開LLMに発
明提案書や未公開クレーム案を直接入力する運用は避けるべきだ。USPTOのAI利用ガイダンスは機密・国家
安全保障・正確性のリスクを指摘しており、NIST のGenAIプロファイルも、ガバナンス・信頼性・安全
性・データ管理を横断的に見る枠組みを提示している。

証拠性の観点でも注意が必要だ。近時の裁判実務では、AIチャット内容の秘匿特権や提出可能性が争点化
し、またAI生成の虚偽引用を裁判所が問題視する例も増えている。知財部門がAI下書きを使っても、最終的に
証拠として残す文書は、出典付き・人手確認済み・再現可能でなければならない。侵害主張、無効資料、契
約交渉メモ、FTO意見書ほど、この要件は厳しくなる。

組織・人材・コスト

組織面では、浜松ホトニクスはすでに知財教育を強化しているため、AI導入で必要になるのは「新しい大組
織」よりも、既存知財本部の中にデータと運用の責任者を置くことである。最低限必要なのは、知財プロダ
クトオーナー、特許アナリスト兼データスチュワード、IT/セキュリティ、契約・法務の4機能であり、これに
ベンダーまたはSIの実装支援を組み合わせる形が現実的だ。

費用は未指定のため概算になるが、公開価格から見える下限は意外に低い。たとえば国内検索系は1ID月2万
円前後から始められ、専用クラウドや生成AIオプションを足しても、部門単位のPoCであれば数百万円規模に
収まりうる。他方、グローバルIPMS、連携開発、契約AI、閉域RAGまで含めると、要見積型製品が中心にな
り、投資額は大きくなる。つまり、ライセンス費よりも、統合・権限設計・教育・検証がコストの本体にな
りやすい。

実行ロードマップとKPI

ロードマップ

期
間

到達目
標

主要施策
概算
工数

概算コス
ト

判断ポイント

短
期

安全な
PoC確
立

公開特許だけを対象に、検索・要約・分類・
IPLを実証。AI利用規程、プロンプト分類、承
認フロー、ログ保存ルールを整備。候補ツー
ルは国内1、グローバル1で比較。

6〜10
人月

300万〜
1,200万
円

機密を出さず
に工数削減効
果が出るか

中
期

業務フ
ロー接
続

発明提案、OA対応、ライセンス/共同研究契約
レビュー、競合監視を既存知財運用に接続。
IPMSまたはAPI連携を開始。閉域RAGを導入。

12〜
24人
月

1,500
万〜
5,000万
円

AI出力が実務
文書に耐える
か、監査可能
か

長
期

全社・
海外展
開

侵害/FTO、ポートフォリオ最適化、年金・権
利維持、標章管理、海外子会社支援まで拡
張。最高機密領域は自営推論へ移行。

24〜
48人
月

5,000
万〜1.5
億円

海外拠点・法
務・ITを含む
横断運用に耐
えるか

このロードマップは、公開価格のある国内ツール、要見積のIPMS/契約AI、クラウド基盤の従量課金を積み上
げた概算であり、厳密見積ではない。浜松ホトニクスにとって重要なのは、PoCの段階から「公開情報専用」
と「機密情報専用」を分けること、そして営業・経営戦略室が参加するIPLユースケースを短期から1本入れ
ることである。攻めの知財戦略という公式方針と最も整合するからだ。
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リスク緩和策とKPI

リスク 緩和策 KPI例

未出願発明・ノウ
ハウの外部漏えい

公開SaaSと閉域RAGを分離。機密区分タグ、
DLP、SSO、レコード単位権限、専有環境を採用

機密文書の外部LLM送信件
数 0、DLPブロック率

幻覚・誤引用
回答を必ず出典付きに限定。要約/比較用途を先
行し、最終判断は人間承認

AI出力の出典付与率 100％、
誤引用インシデント 0

発明者認定の混乱
AI利用時に「人間の寄与ログ」「採否理由」「版
管理」を保存

AI利用案件の発明者ログ整
備率 100％

侵害/FTO判断の過
信

クレームチャートは一次案に限定し、弁理士/法
務レビューを必須化

AI初案→人手修正率、重要
案件の見逃し率

契約・係争文書の
証拠性低下

契約AIは閉域で運用し、監査証跡・バージョン管
理・原文リンクを保持

契約レビュー時間、監査証
跡欠落件数

海外出願・海外子
会社での法制度差

日本・米国実務を共通最低基準にし、海外拠点
にはローカルルールを上乗せ

海外案件での再作業件数、
地域別ルール違反件数

加えて、導入効果を測るKPIは、単純な「使った回数」ではなく、業務時間・品質・安全性に分けて設計する
べきである。推奨KPIは、先行技術調査リードタイム、発明提案一次レビュー時間、拒絶理由対応準備時間、
契約レビューサイクル、外部弁理士/弁護士への一次整理依頼比率、AI出力の出典付与率、そして重大情報漏
えい件数である。特に浜松ホトニクスでは、知財教育と発明提案がすでにKPI化されているため、そこへAI活
用後の「発明提案から出願判断までの時間短縮」を重ねるのが自然だ。

最終提言

浜松ホトニクスに対する最も現実的な提言は、次の三点に集約できる。第一に、AI導入の主語を「生成AI」
ではなく「攻めの知財戦略とIPL」と置くことである。そうすれば、営業・経営戦略・研究所との接続が説明
しやすい。第二に、PoCは公開特許検索と分類から始め、未出願情報や契約書は段階的に閉域へ移すことで
ある。第三に、知財本部の既存の教育・補償・戦略チーム体制をそのままAI運用の核にすることである。新
しいAI組織を別建てするより、そのほうが定着しやすい。

結論として、浜松ホトニクスの知財業務は、AIを導入する「必要性」よりも、むしろ導入できるだけの組織条
件がすでに整っていることのほうが重要である。今の課題は、AIの可能性の有無ではない。どの工程から、
どのデータで、どの責任分界で始めるかを設計し切れていないことにある。そこを埋めれば、浜松ホトニク
スの知財業務は、守りの管理部門から、事業成長を直接押し上げる分析・交渉・実装支援機能へ一段上がる
可能性が高い。
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